
『一肢を』割引
L
、
乃
ち
卯
炭
山
を川
町
紡
し
て
之
を
経
忽
せ

一
ん
が
お
、
ミ
加
入
郎
左
衛
門
・
不
厳
亮
三
郎
に
主
務

一
を
命
じ
た
。
こ
の
開
拓
は
四
昂
天
詞
宮
町
造
容
に
初

日
て
九
且品
川
三
日
に
成
っ
た
に
起
る
。
又
六
且
十
一

日
に
は
病
院
の
工

mに
岩
手
し
て
十
月
に
成
っ
た
か

ら
、
之
一一
を
明
日
生
町
と
名
づ
け
.
凶
狩
り
出
叫
凶
開
た
る
簡

明
局
と
、
袈
草
京
地
の
問
問
た
る
熱
川
と
や
一
附
凶
せ
し

め
た
。
鮫
川
治
苅
担
容

X
城
市
役
叫
仲
村
に
あ
っ
た
撫

育
印
刷
を
鉛
谷
の
聞
に
膨
し
、
和
い
で

山
館
に
刷
出
耐

裕駒山
・紛
・
約
布
-m
開
紗
・
紙
凱
料
・
瓦
・加・

鰍
-I
h
・

釘
・続
・
万
剣
・
碗
・銅
給
与
の
工
射
簡
仰
を
設
け
し

め
、
刷
製
・帥山中
・茶
底
等
各
種
の
服
祭
抽
出
胤
亦
之
に

交
っ
た
。
土
工
の
初
め
ら
れ
た
時
、
市
民
兵
加
と
群

し
て
之
に
加
る
も
の
前
後
凶
五
瓜
人
に
上
内
、
時間保

坂
・千
杵
坂
・子
来
坂
等
を
附
柏崎
し
た
。
明
治
三
年
七

H
初
め
て
東
御
桜
町
・給
路
町
梅
谷
川
・粒
谷
川
・末

郎
町
・玉
戸地
川
・御
姐
川
・子
波
川
・九
相
官
町
民
な
ど
の

町
名
E
tX
て
、
一
時
幅
般
の
地
と
な
っ
た
。
然
る
に
雌

滞
の
後
交
泌
不
似
の
伐
に
拍
山
々
移
制
押
し
、
六
組
駄
器

地
に
定
め
ら
れ
て
一
脳
授
徴
し
た
。
今
山
限
の
一中
担

な
の
は
、
こ
白
川
附
桁
の
名
曲
叫
で
あ
る
。

ウ
h
F
ツ
ヤ
マ
カ
イ
h
M
h
y
口
9

卯
辰
山
開
拓
銀

一
加
。
隠
剛
山
以
一
年
間
山
州
民
山
引
が
命
じ
て
卯
以
山
上
を

開
拓
し
、
市
川
山
を
設
け
、
益
住
所
例
措
筑
・琵
物
集

合同山
・掠
育
所
与
を
山
聞
い
た
こ
と
を
縦
ゼ
て
あ
る
。

序
文
の
相官能
山
人
は
、
」
の
工
一
品
を
恒
し
た
内
田開日間
左

衛
門
で
あ
向
、
政
文
の
十
日
川
兇
溢
は
出
町
恒
冗
で
あ

る
。
明
治
二
年
刊
行
。

ウ
主
ツ
ヤ
マ
サ
ン
ノ
ウ
卯
辰
山
山
正

金
抑
制

脅
山
な
る
酬
明
科
院
の
木
地
虫
切
に
在
っ
た
小
嗣
で
、

JA
は
娘
。
民
努
苦
を
配
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
祭

絡
は
野
附
一
糾
明
富
の
掛
川
股
多
凶
氏
が
之
を
行
ふ
例
で

あ
っ
た
。
明
治
苅
年
制
仰
出
前
黙
止
の
邸
あ
っ
た

ウ
タ
l

ウ
チ

後
、
山
監
視
を
M
U
凶
耐
枇
と
捜
し
て
盟
民
努
吉
を
主
品
開

と
し
、
之
を
萄
観
普
段
の
本
蛍
に
診
し
、
後
十
九
年

註
殿
を
殿
町
に
怨
て
と
泌
座
せ
し
め
、
四
十
年
文
卯

辰
榊
駐
を
併
合
し
て
卯
ν
岡
山
の
地
に
移
し
た
。

ウ
宜
ツ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
コ
ン
シ
ヤ
卯
辰
山
招
魂
枇

4
シ
ョ
ウ
コ
ン
シ
ヤ
川
町
塊
枇
。

き
だ
か
に
分
ら
ず
。
』
と
見
え
る
。
知
人
乳
什
の
不
足

な
る
と
き
街
る
に
駿
が
あ
る
と
い
ふ
。

ウ
9--
字
谷

江
沼
郡
那
谷
谷
の
中
に
思
す
る

部首問。
ウ
主
ニ
イ
シ
字
谷
石

江
泊
榔
字
谷
か
ら
産
す

る
石
材
。
石
英
組
問
岩
貨
の
凝
灰
山
者
で
、
畑W
淡
背
色

の
石
越
中
に
草
色
の
際
献
物
質
を
混
じ
、
相
即
慌
で

あ
る
。ウ

タ
-
一
ガ
ハ

卯
辰
山
貧
病
院

ウ
生
ツ
ヤ
マ
ヒ
ン
ピ
ヨ
ウ
イ
ン

J
イ
ガ
ク
カ

y
剛
山

mmm
。

ウ
h
F
ツ
ヤ
マ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ
シ
ヨ
卯
辰
山
養
生
所

開国刷出二一年
十
且
卯
民
山
霊
位
聞
が
起
っ
て
病
院
を
純

澄
し
、
父
従
来
枇
術
館
に
附
凶
し
た
岡
山
育
の
御
聞
も

こ
a
h

に
修
っ
て
、
共
製
と
間
四
日中
の
研
究
が
椴
然
分
縫

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
出
川
良
安
・
部
凶
作=一
・太
出

良
策
・出
中
一
階
制
柵
嗣
い
で
之
が
税
取
に
任
ぜ
ら
れ
、

建
物
は
数
制
の
病
室
を

別
っ
て
上
申
ド
の
三
等
と

し
、
別
に
診
祭
室
・手
術
室
・制
州
室
・凶
此
室
・宿
直

室
・
宥
純
夫
室
・
広
務
室
・浴
室
玖
郁
必
・判
制
耐
府
首

室
が
あ
っ
た
。
償
供
同
は
之
に
附
凶
L
、
分
か
っ
て

役
室
・都
宿
舎
・放
民
役
宅
と
し、

川λ
附田川
・合
宿
局
・

晴
山
湖
周
・酷
曲
刷
局
・間
的
局
が
あ
っ
た
。
合
樹
脂
は
主

と
し
て
酬
副
総
の

mに
'
m
h
、一
一抗
的
元
雄
主
任
と
な

り
、
任
村
除
品提
・
辿
醗
口
出
次
・
脱
文
次
附
之
に
怠
加

し、

製
誌
の
報
開
削
は
硫
刷
出
・硲
般
・
慰
問
・舎
利
別
・
丁

幾
・越
波
新
郊
で
あ
っ
た
。
撫
育
所
も
亦
こ
の
養
生

田
聞
の
即
断
で
あ
る
。
養
生
一仰
は
三
年
二
且
ま
で
掛
制
約

し
た
が
、
大
手
町
に
砂
っ
て
皆

m
mに
な
っ
た
。

ウ
h
F
ナ
ミ
ノ
ジ
ゾ
ウ
ド
ウ

歌
波
白
地
議
堂

鳳

至
初
期
制
舟
に
在
る
。
能
資
総
に
、
『滋
削
村
よ
h
少
し

行
け
ば
、

般
に
紋
伎
の
的
と
て
、
此
岡
山
に
敬
枝
の
地

阪
と

い
」
あ
句
。
厄
榊
除
の
木
翁
と
て
利
従
あ
ふり

と
て
、
打
訂
す
る
披
の
脅
献
の
や
う
に
闘

え
て
告
有

し
よ
h
名
と
す
と
い
へ
の
。
但
し
地
以
と
い
へ
ど
も
、

制
勝
は
人
九
明
訓
の
品
開
討
な
h
と
も
い
へ
句
。
共
倣

字
谷
川

江
泊
却
制
γ

原
よ
わ
設

一

L
.
字
谷
を
経
る
も
の
で
、
那
谷
川
に
合
し
、
那
谷

一

川
は
ま
た
動
橘
川
に
入
る
。

一

ウ
主
ニ
ジ
字
谷

寺

江

沼

郡
宇
谷
に
あ
っ
た
。

一

部
卒
盛
表
記
商
泉
寺
闘
諦
の
僚
に
、『
岩
本
・金
銅
・下

一

白
山・
三
宮
・
奈
谷
寺
・祭
谷
寺
・宇
谷
巻
、
三
寺
四
枇

一

の
大
衆
も
馳
集
句
同
意
し
け
h
o』
と
ゐ
る
。
又
白
山

一

犯
に

『
=
一
箇
寺
、
那
谷
寺
・池
谷
・築
谷
云
々
。
』
と
担

一

さ
れ
る
浪
谷
寺
、
及
び
白
山
記
の
奥
mu
に
、
『
・氷亭
十

一

一
年
六
且
丸
日
於
=加
州
拘
田
谷
拠
法
寺
惚
陣
営
上
附

一

室
-
此
本
側
如
間
紫
ν
銃

r。
』
と
杷
さ
れ
る
随
法
寺
も

一

皆
宇
谷
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
施
法
寺
を
宇
谷
寺
と
も

一

地
谷
寺
と
も
い
う
た
の
は
、
初
来
寺
を
鵜
川
寺
と
い

一

う
た
と
同
例
で
あ
る
。
今
岡
村
に
在
る
白
山
枇
は
、

一

こ
の
寺
の
銀
守
の
辿
で
あ
ら
う
。

一

ウ
生
ヒ
ゾ
メ

謡

初

正

且
二
臼
の
夜
城
中
に
行

一

は
れ
た
。
能
役
者
は
八
ッ
牢
時
に
出
仕
し
、
江
戸
・京

一

の
御
抱
役
者
も
来
滞
出
仕
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

七

一

つ
時
過
に
年
寄
以
F
R
R
城
す
る
。
湘
的
成
る
時
は
滞

一

侯
大
限
聞
に
出
盛
L
、
叡
叫
相
政
厨
際
に
列
座
す
る
年

一

宮川
以
下
に
近
〈
寄
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
時
、
皆
政

一

居
内
に
膝
行
諮
問
す
る
。
格
初
の
儀
が
四
海
抜
の
小

一

路
か
ら
初
る
時
、
器
小
勝
は
掛
川
侠
に
品
開M

吸
物
・取

一

希
を
供
し
、
大
小
勝
は
年
部
に
吸
物
を
供
す
る
。
是

一

に
於
い
て
務
侯
は
爺
を
脇
ふ
こ
と
を
告
げ
、
年
中骨・

一 家
老
・
若
年
お
順
次
に
盃
と
取
肴
と
を
受
け
る
。
こ
=

の
聞
に
高
砂
の
暖
子
、
松
高
き
の
小
諸
が
鑑
み
、
若

一

年
拐
の
叩
胸
否
終
ら
ん
と
す
る
頃
に
照
子
の
東
北
が
終

内
、
次
い
で
小
宮
山
の
問
に
、
奏
者
・奉
行
・珂
役
響
二

人
宛
御
統
れ
な
別
減
L
、
役
北
口
は
大
土
問
川
に
樹
を
往

ぎ
た
る
を
上
府
民
よ
h
姐
は
し
、
御
杭
瓜
減
の
終
る
附
引

に
駿
子
の
狸
々
を
初
め
、
同
時
に
白
瓜
・吸
物
・銚
子

を
倣
し
、
細川
納
め
た
る
を
見
て
、
務
担
・
山
市
か
ら
目
録

を
大
夫
に
凱
(
へ
、
H
つ
滞
侯
に
射
し
て

『
何
某
御
円

録
頂
時
間
仕
鐙
有
事
存
』
と
言
上
す
る
。
是
に
於
い
て

務
侠

『
今
晩
は
前
地
能
』
と
告
げ
、
密
閉
の
年
計
之

に
答
へ
、
次
い
で
滞
侯
は
尉
室
に
入
る
の
で
あ
る
。

も
と
は
松
様
子
と
も
い
っ
た
が
、
前
出
荷
務
の
文
政

十
二
年
か
ら
小
訴
の
み
に
な
内
、
従
っ
て
鶴
初
と
ば

か
h
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ
h
F
ヒ
ョ
ウ
リ
ツ

謡
要
律
一

加
。
安
永
八
年

九
周一
V
野
恭
忠
軒
。
恭
忠
は
創

Hm
mを
川
巾
朋
如
に

修
め
て
之
に
制
逃
し
て
日
た
か
ら
、
枇
の
耐剛
山
両
統

が
只
官
印
刷
川
士
の
練
習
に
の
み
M

印
刷
し
、
設
肢
の
刷
出

に
暗
き
を
治
憾
と
し
て
よ
の
訴
を
節
し
た
も
の
で
、

初
に
脅
加
に
側
す
る
一
般
的
制
論
を
説
明
し
、
終
に

節
曲
の
抗
例
に
就
き
、
そ
の
州
A
n
弛
郎
大
小
川
低
の

訟
を
持
越
し
て
あ
る
。
山
品
川
好
関
の
序
、
川刊師
附
似
の

股
が
附
せ
ら
れ
る
。

ウ
h
F

マ
タ
ラ

歌
枕

入
退
御
抄
に
就
い
で
加
到
・

能
官
二
凶
に
印
刷
す
る
歌
枕
を
見
る
と
、
加
引
に
は
し

ら
山・
と
な
み
山
・
し
の
阪
・
あ
た
か
の
絡
が
あ
旬、

能
殺
に
は

の
と
の
し
ま
山
・
に
し
き
川
・い
は
せ
の

渡
・な
が
は
ま
の
紛
ナ
ピ
の
お
が
あ
る
。
但
し
し
ら

山
は
越
前
と
し
て
減
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ウ
ヂ
イ
へ
テ
ラ
ノ
ジ
ヨ
ウ
氏
家
内
稼
允

天
一止

十
入
年
初
め
て
前
川
利
家
に
仕

へ
、
度
々
臓
を
同
情
し

て
五
百
五
十
石
に
主
旬
、
正
保
一冗
年
叩
問
。
子
滋
制
綴

七


